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﹁
ス
イ
ス
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
状
況
﹂
続
編
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

効
果
に
よ
っ
て
徐
々
に
コ
ロ
ナ
の
収
束
が

見
通
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ス
イ
ス
に

お
け
る
現
状
と
今
後
の
規
制
緩
和
に
つ
い

て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
イ
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
と

そ
の
効
果

　

ス
イ
ス
で
は
３
月
26
日
、
連
邦
政
府
が

７
月
末
ま
で
に
希
望
者
全
員
が
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
る
と
発

表
し
て
以
降
、
接
種
会
場
・
人
員
の
確
保
が

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
希
望
者
へ
の
接

種
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
３
月
中
旬
ま
で

に
、
75
歳
以
上
と
高
齢
者
施
設
ス
タ
ッ
フ
の

う
ち
希
望
者
全
員
が
1
回
目
の
接
種
を
受

け
、
65
歳
以
上
と
重
症
化
し
や
す
い
高
リ

ス
ク
グ
ル
ー
プ
の
人
は
、
4
月
末
ま
で
に
最

初
の
接
種
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模

な
接
種
会
場
の
確
保
が
各
地
で
進
む
な
か
、

4
月
19
日
か
ら
接
種
対
象
は
45
歳
以
上
に

拡
大
さ
れ
、
５
月
９
日
時
点
で
人
口
の
約
４

割
が
少
な
く
と
も
１
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
完
了
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
に
も
関
わ
ら
ず
年
初
よ
り
変
異
株
の
猛

威
を
受
け
て
急
増
し
て
い
た
感
染
者
数
は
、

４
月
26
日
に
5
3
1
3
人
（
１
日
の
新
規

感
染
者
数
）の
ピ
ー
ク
を
記
録
し
た
の
ち
減

少
に
転
じ
、
５
月
13
日
に
は
1
5
3
9
人

と
ピ
ー
ク
時
の
約
３
割
減
と
な
り
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
絶
大
な
効
果
を
発
揮
し

て
い
る
証
左
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

筆
者
の
暮
ら
す
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
州
で
は
、

市
内
８
か
所
あ
る（
う
ち
１
か
所
は
例
年

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
会
場
に
１
日
4
0
0
0
名
規
模
の
接
種

ブ
ー
ス
を
設
置
）
接
種
会
場
で
１
週
間
あ
た

り
約
2
万
回
の
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

（
現
時
点
で
は
希
望
す
る
45
歳
以
上
全
員
が

対
象
）。
接
種
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
は
フ
ァ
イ

ザ
ー
・
ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
社
か
モ
デ
ル
ナ
社
の

m
R
N
A
ワ
ク
チ
ン
で
（
ア
ス
ト
ラ
・
ゼ
ネ

ス
イ
ス
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
②

〜
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
自
己
検
査
キ
ッ
ト
の
効
果
は
絶
大
〜

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

（
世
界
的
流
行
）は
変
異
株
に
よ
る
感
染
拡

大
の
影
響
も
あ
り
、世
界
全
体
で
は
未
だ
収

束
す
る
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
５
月
14
日

時
点
で
、
同
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は
世
界
全
体

で
1
・
6
億
人
以
上
、
死
者
も
3
3
0
万

人
を
超
え
、１
年
前
と
比
べ
感
染
者
数
は

1
6
0
倍
、
死
者
数
は
66
倍
と
激
増
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
む

一
部
の
国
々
で
は
感
染
者
数
が
減
少
に
転

じ
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
も
段
階
的
に
解
除
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ス
イ
ス
に
お
い
て
も

急
ピ
ッ
チ
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
４
月
下
旬
か
ら
感
染
者
数
、
死

者
数
、
陽
性
率
は
と
も
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
抗
原
自
己
検
査

キ
ッ
ト
の
無
料
配
布
が
広
く
普
及
し
、
個

人
が
自
宅
で
検
査
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
特
に
無
症
状
陽
性
者
の
把
握
が
迅

速
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
稿

で
は
、
2
0
2
0
年
春
号
で
お
伝
え
し
た

カ
な
ど
他
社
の
ワ
ク
チ
ン
は
安
全
性
が
確
認

さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
現
時
点
で
は
未
承

認
）、
接
種
時
に
ど
ち
ら
の
ワ
ク
チ
ン
か
が
告

げ
ら
れ
ま
す
。
48
歳
の
筆
者
は
５
月
10
日
に

１
回
目
の
接
種
を
受
け
ま
し
た
。
申
し
込
み

か
ら
接
種
ま
で
の
流
れ
は
次
の
通
り
で
す
。

1 

４
月
19
日
ウ
ェ
ブ
で
申
し
込
み
。
名
前
、

生
年
月
日
、
希
望
会
場
、
保
険
証
番
号

な
ど
５
分
で
入
力
完
了
。（
電
話
で
も
申

し
込
み
可
能
。）

2 

数
日
後
、
接
種
会
場
場
所
と
１
回
目
、

２
回
目
の
日
時
が
記
載
さ
れ
た
S
M
S

が
届
く
（
写
真
１
）。（
日
時
の
変
更
は

ウ
ェ
ブ
か
電
話
で
可
能
。）

3 

接
種
当
日
、
会
場
入
口
で
身
分
証
明
書

（
筆
者
の
場
合
は
在
留
許
可
証
）
と
保

険
証
を
提
示
。
受
付
に
て
既
往
症
や
ア

レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
問
診
票
を
作
成
し
て

も
ら
い
、
同
意
後
に
署
名
。

4 

接
種
ブ
ー
ス（
写
真
２
）に
案
内
さ
れ
、

数
分
後
に
医
師
よ
り
接
種
ワ
ク
チ
ン
は

フ
ァ
イ
ザ
ー
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
、
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に
て
1
人
に
つ
き
月
最
大
5
回
分
の
抗
原

自
己
検
査
キ
ッ
ト（
写
真
３
）を
無
料
で
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
４
人
家
族
の
筆

者
宅
で
は
先
月
、
20
回
分
の
検
査
キ
ッ
ト
を

近
所
の
薬
局
で
受
け
取
り
ま
し
た
。
こ
の

簡
易
検
査
で
は
、
鼻
内
部
を
綿
棒
で
拭
い

た
後
、
付
属
の
液
体
に
浸
し
、
検
査
キ
ッ

ト
本
体
に
数
滴
を
滴
下
し
、
15
分
後
に
陰

性
、
陽
性
、
再
検
査
の
い
ず
れ
か
の
ラ
イ

ン
が
表
示
さ
れ
結
果
が
判
明
し
ま
す
。
こ

の
検
査
は
家
庭
内
に
お
け
る
無
症
状
陽
性

者
の
把
握
が
迅
速
に
で
き
る
だ
け
で
は
な

く
、
高
齢
者
や
高
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
と
面

会
す
る
際
の
目
安
と
も
な
り
、
結
果
的
に

は
逼
迫
す
る
医
療
体
制
へ
の
軽
減
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
我
が
家
で
は
例
え
ば
、

中
学
生
の
娘
が
65
歳
の
ピ
ア
ノ
教
師
の
室

内
対
面
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る
前
に
、
自
己

検
査
を
行
う
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
州
で
は
こ
の
ほ
か
、
月
に
１
回

ス
イ
ス
製
の
マ
ス
ク
50
枚
（
写
真
４
）
を
全

本
人
も
ラ
ベ
ル
を
確
認
。
接
種
中
は
特

に
痛
み
な
し
。

5 
接
種
後
、
15
分
間
の
タ
イ
マ
ー
が
鳴
る

ま
で
ブ
ー
ス
内
で
待
機
。
こ
の
間
に
１

回
目
の
接
種
証
明
書
が
発
行
さ
れ
、
２

回
目
の
日
時
の
再
確
認
が
行
わ
れ
た
。

6 

会
場
入
り
か
ら
退
出
ま
で
約
30
分
。
接

種
当
日
夜
か
ら
接
種
部
位
周
辺
に
軽
い

筋
肉
痛
の
副
反
応
は
あ
っ
た
も
の
の
、

数
日
で
解
消
。	

　

申
し
込
み
か
ら
接
種
ま
で
一
切
の
混
乱
も

な
く
ス
ム
ー
ズ
進
み
、
州
政
府
に
よ
る
し
っ

か
り
と
し
た
接
種
体
制
づ
く
り
に
感
心
し
ま

し
た
。

自
己
検
査
キ
ッ
ト
の
無
料
化

　

連
邦
政
府
は
年
初
か
ら
の
感
染
者
の
急

増
に
対
応
す
る
た
め
、
2
0
2
1
年
3
月

15
日
か
ら
全
国
民
（
越
境
労
働
者
、
外
国
人

も
対
象
）の
抗
原
簡
易
検
査
を
無
料
化
し
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
、薬
局
や
検
査
セ
ン
タ
ー

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
済

ん
だ
人
に
証
明
書
を
今
夏
ま
で
に
導
入
す

る
予
定
で
、
証
明
書
保
持
者
は
規
制
の
対
象

外
と
す
る
な
ど
、通
常
に
近
い
生
活
を
営
む

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

第
４
波
に
直
面
し
、
医
療
崩
壊
も
散
見
さ

れ
る
日
本
で
は
、ワ
ク
チ
ン
確
保
・
体
制
整

備
の
遅
延
、
強
制
力
の
な
い
緊
急
事
態
宣

言
、感
染
防
止
力
の
低
い
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
配

布
、
不
安
を
煽
る
メ
デ
ィ
ア（
主
に
ワ
イ
ド

シ
ョ
ー
）の
コ
ロ
ナ
報
道
な
ど
、
本
格
的
な

収
束
に
む
け
た
議
論
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う

な
的
を
射
な
い
対
策
が
続
い
て
い
る
よ
う

に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

の
公
立
中
学
生
に
配
布
し
た
り
、
公
立
高

校
で
は
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ナ
ー
を
配
布
す
る

な
ど
、
無
症
状
の
陽
性
者
に
な
り
易
い
若

者
へ
の
感
染
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
規
制
緩
和

　

ス
イ
ス
で
は
変
異
株
の
拡
大
に
伴
い
、
レ

ス
ト
ラ
ン
の
営
業
禁
止
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の

義
務
化
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
な
い
人
や
無
断

で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
私
的
な
集
ま
り
の

人
数
制
限
に
違
反
し
た
人
は
50
～
2

 
0
 0 

フ
ラ
ン（
約
5
千
～
2
万
4
千
円
）の
罰
金

の
対
象
と
す
る
な
ど
、
厳
し
い
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
を
強
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
の
上
昇
に
伴
い
感
染
者
が
減
少

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
5
月
31
日
か
ら
レ

ス
ト
ラ
ン
の
営
業
を
再
開
す
る
ほ
か
、
室
内

で
は
観
客
最
大
1
0
0
人
、
室
外
で
は
同

3
0
0
人
の
イ
ベ
ン
ト
を
解
禁
し
、
ア
マ

チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
人
数
制
限
も
一
部
例
外

を
除
き
、15
人
か
ら
30
人
に
引
き
上
げ
る
予

写真１：ワクチン接種登録後に SMS で届いた
メッセージ

写真２：筆者がワクチン接種を受けた会場の
ブース

写真４：中学校で月に１回配布されるスイス製
のマスク。

写真３：近所の薬局で無料配布された抗原自己
検査キット。スイスのロッシュ製。
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ま
つ
ざ
き
・
か
ん
　

１
９
９
８
年
金
属
労
協
に
入
局
。
国
際
局
、
政
策

局
で
主
任
と
し
て
産
業
政
策
、
環
境
政
策
の
立
案

を
は
じ
め
海
外
労
使
紛
争
防
止
ツ
ー
ル
の
作
成
な

ど
に
活
躍
。
２
０
１
０
年
９
月
１
日
か
ら
家
族
同

伴
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
（
現
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
）

に
赴
任
。
現
在
の
担
当
役
職
は
、
産
業
政
策
・
多

国
籍
企
業
政
策
グ
ル
ー
プ
の
造
船
・
船
舶
解
撤
／

I
C
T

・

電
機
・
電
子
部
門
担
当
部
長
。


